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今月のテクノスコープでは、南部鉄器を特集しております。
この名前を聞けば、大部分の方がどういうものか映像をイメー
ジできるのではないでしょうか。まず落ち着いた趣のある色を
想像すると思いますが、記事1枚目からピンク色の鉄器の写真
があり、驚かれる方も多いと思います。最近では輸出も増えて
おり、特に海外ではカラフルなものが好まれ、また国内でも
キッチンショップなどで好評のようです。

日本を代表する伝統工芸品においても、後継者・技術継承の
問題があり、その対策として、昨今盛んに活用されつつあるデ

ジタル化の取り組みが進んでおります。この記事を通して、伝
統や技術を確実に維持すると同時にそれを継承する手段を講
じ、また、これまでのお客様に固執せず、国内だけではなく海
外、世代や時代の指向にあわせて製品にバリエーションを持た
せていく必要があることを、あらためて感じる機会になると思
います。是非ご一読下さい。

末尾になりますが、ワールドカップ選手が南部鉄器を愛用し
ていることを知り、私も真似をして毎日南部鉄器で鉄分を補給
しております。 （H.K.）

編  集  後  記
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツ フリッチュ社製遊星型ボールミル

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

P-4

自転公転比率を
意のままに

フリッチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御容器ともボールも含めて次ぎの材質を御使用いただけます。メノー、アルミナ、ジルコニア、チッカ珪
素、ステンレス、クローム、タングステンカーバイト、プラスッチクポリアミド　●容器のサイズ。500, 250, 80, 45, 12cc。　
●乾式のみならず湿式での粉砕が可能。またISO9001, TUEV,  CE等の国際安全基準をクリアー

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP
 自転 : 公転比率 : 1 : －2． MAX 1,100/2,200rpm
 粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）
2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
 80ccの3種類。
 雰囲気制御容器も多数用意。
4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-4, Ｐ-5, Ｐ-6, Ｐ-7

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください

フリッチュ・ジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp　http://www.fritsch.co.jp
本　　　社　〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所　〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-2-7 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521
福岡営業所　〒819-0022 福岡市西区福重5-4-2 Tel（092）707-6131 Fax（092）707-6131

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください
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ショットブラスト部品 インペラーユニット

溶湯金属測定消耗型熱電対

クリスタルサーモ

高精度・高品質
JIS 規格品 (JIS-C1602 : 2015)

先端: Ｕ字管(14、25 ｍｍ)
保護管長: 150～1170 mm

TEL. 024-545-6588    FAX. 024-544-6588

〒451-0066 愛知県名古屋市西区児玉三丁目37-22
TEL. 052-521-1171(代表)　FAX. 052-521-1180
E-mail. nk-1972@nakayama-meps.co.jp/

本社

東日本営業所 公式サイト
http://www.nakayama-meps.co.jp/
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PRODUCT CATALOGUE
Autogenous technology for steel

en

〒194-0022 東京都町田市森野四丁目15番5号
PHONE : 042-727-2813　TELEFAX : 042-723-0803
E-mail: trimates@blue.ocn.ne.jp

AMT Germany社の総販売代理店

AMT-GEGA社製 連鋳用熱間切断装置
ドイツ製乾式安全器、標準型と大容量型

従来の多孔式溶剤ユニット メンテ性に優れた六角ノズルヘッドユニット

SIMAX 5 : 大容量型酸素用 SIMAX 8 : 大容量型酸素用 DEMAX 5 : 大容量型燃料ガス用

LG/GRM/S : 切断酸素用 LG/GRM D : 燃料ガス用 LG/GRM : 加熱酸素用
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